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「渡辺義雄の眼　伊勢神宮・イタリア・モスクワ」の開催
　故名誉会長渡辺義雄 ( わたなべ・よしお）氏のご遺族から、公益社団法人日本写真家協会に写真原
板並びに作品の寄贈の申し入れがあり、日本写真保存センターが収集、保存することを決めました。
　写真原板は「伊勢神宮」「旧帝国ホテル」「迎賓館」「新宮殿」などと「イタリア」「モスクワ」など。

「奈良六大寺大観」「大和古寺大観」「日本の塔」等に収載されている作品の写真原板（5×7、4×5、6
×6、35 ミリ）等 約 30,000 枚。写真展に使用したプリントおよび資料プリント約 5,000 枚の寄贈を
受けました。
　保存センターでは、昨年の「原爆展」に続く第 2 弾として、「渡辺義雄写真展」を、10 月にポートレー
トギャラリーで、11 月に大阪ニコンサロンで開催することにしました。

	 写真展：「渡辺義雄の眼　伊勢神宮・イタリア・モスクワ」

	 主　催：公益社団法人日本写真家協会「日本写真保存センター」
	 　　　　一般社団法人日本写真文化協会（東京展）
	 協　賛：㈱ニコン、㈱ニコンイメージングジャパン、一般社団法人日本写真著作権協会
	 協　力：日本大学藝術学部
	 会期・会場：10 月 27 日（木）〜 11 月 9 日（水）    東京四谷・ポートレートギャラリー
	 　　　　　　11 月 24 日（木）〜 30 日（水）　　　 大阪ニコンサロン
　	 展示作品：1953 年撮影の「伊勢神宮」、1956 年撮影の「イタリア」「モスクワ」から寄贈を
　　　　　　　　受けた写真原板から新たにプリントしたモノクロ作品約 55 点で構成

	 作品について：
	 　「伊勢神宮」はわが国で初めて式年遷宮直前に御垣内で撮影されたモノクローム作品。
	 地面の白玉石がレフ板の役割を果たし、直射日光を受けた建物全体の素木の柱や千木、堅魚
	 木の飾り金具が光り輝いて荘厳な建築美を醸し出している。
	 　第二次大戦が終わって復興が進んでいた「イタリア」、途上にある「モスクワ」を訪れ、
	 西欧の文化や人々の暮らしぶりに対して、日本人の営みの差異を素朴に感じ取り、生きるこ
	 とへの逞しさに驚きの眼差しを向けている。
	 　渡辺の社会情勢を見る眼の鋭さが短期間のスナップでありながら的確に表されている。
	 時代を透視した味のある作品群である。
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伊勢神宮　内宮正殿の棟　1953 年

モスクワ　家族で旅に出る　1956 年

渡辺義雄　撮影：木村惠一

イタリア　フィレンツェ　ダビデ像　1956 年



渡辺義雄経歴

　日本の建築写真家の草分けとして、「伊勢神宮」の式年遷宮を３回、４０年に亘って撮影した。
昭和４５年、「奈良六大寺大観」全１２巻の一部に関わる。６０年間の永きに亘って写真家として活躍すると
ともに写真家の社会的地位の向上、写真著作権の死後起算５０年の法改正に尽力。また、写真美術館の設立運
動にも力をそそぎ、東京都写真美術館の初代館長にも就任した。それらの功績により、写真家として初の文化
功労者に叙せられた。大学での写真教育にも取り組み、多くの次世代を担う写真家を育成した。

＜略歴＞　渡辺義雄（わたなべ・よしお）1907 ～ 2000
明治４０年（１９０７）	 新潟県三条町（現、三条市）に生まれる。
昭和　３年（１９２８）	 東京写真専門学校（現、東京工芸大学）卒業。
昭和　８年（１９３３）	「お茶の水駅」をフォトタイムス１月号に発表、出世作となる。
昭和　９年（１９３４）	（財）国際文化振興会に参加、日本の文化、実状を海外に紹介する。
　　　　　　　　　　	 木村伊兵衛と共に名取洋之助による日本工房に参加。
昭和２５年（１９５０）	 日本写真家協会（ＪＰＳ）の創立に参加。
昭和２８年（１９５３）	 伊勢神宮の第５９回式年遷宮に際し、初めて御垣内の撮影を行う。
昭和３３年（１９５８）	 芸術選奨文部大臣賞受賞。
昭和３４年（１９５９）	 日本写真家協会会長となる。
昭和４０年（１９６５）	 全日本写真著作者同盟結成、委員長となる。
昭和４６年（１９７１）	 日本写真著作権協会設立、会長となる。
昭和４７年（１９７２）	 紫綬褒章受章
昭和４９年（１９７４）	 毎日芸術賞受賞。
昭和５３年（１９７８）	 勲三等瑞宝章受章。
昭和５５年（１９８０）	 日本大学名誉教授となる。
昭和５６年（１９８１）	 日本写真家協会名誉会長となる。（会長在任期間２３年）
昭和６１年（１９８６）	 日本建築学会文化賞受賞。
平成　２年（１９９０）第６回東京都文化賞受賞。東京都写真美術館初代館長となる。
　　　　　　　　　　	 写真家として初めて文化功労者に叙せられる。
　　　　　　　　　　	 三条市名誉市民に推挙される。
平成　５年（１９９３）	 第６１回式年遷宮撮影。
平成　９年（１９９７）	 東京都写真美術館名誉館長となる。

＜写真集＞　「伊勢神宮」、「奈良六大寺大観」、「桂離宮」、「東宮御所」、「迎賓館」、「宮殿」、他多数。


